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１１

　

岩
手
県
普
代
村
か
ら
野
田
村

を
通
過
し
、
久
慈
市
に
至
る
三

陸
沿
岸
道
路
「
野
田
久
慈
道

路
」。
延
長
約
25
㌔
㍍
の
同
道

路
は
東
日
本
大
震
災
後
の
２
０

１
１
年
11
月
21
日
に
整
備
区
間

指
定
が
な
さ
れ
、
11
年
度
に
事

業
化
さ
れ
た
。
普
代
村
側
の
延

長
約
13
㌔
㍍
は
21
年
内
、
久
慈

市
側
の
延
長
約
12
㌔
㍍
は
同
年

夏
ご
ろ
の
開
通
を
見
込
ん
で
い

る
。

　

大
林
道
路
が
施
工
す
る
東
北

地
方
整
備
局
発
注
の
「
国
道
45

号
芦
ヶ
沢
長
内
地
区
舗
装
工

事
」
は
、
区
間
北
側
に
当
た
る

久
慈
市
長
内
町
第
17
地
割
～
同

市
新
井
田
第
５
地
割
地
内
の
久

慈
南
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
～
久
慈
Ｉ

Ｃ
間
、
約
５
㌔
㍍
を
対
象
に
、

I CT活用工事現場紹介≪≪≪

≪≪≪

秋田土建の小玉土木部長（左）と小林さん

レバーに触れずに施工するオペレーター

完成した鷹巣西道路の蟹沢ＩＣ

国道45号 芦ヶ沢長内地区舗装工事
施工 ‥大林道路東北支店

01-HF27-70　 地方道路改築補助工事
01-HF27-K3　地方道路改築補助工事

施工 ‥秋田土建

管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
正
確
な
舗
装
が
可
能
に

設計データ上に現在位置を表示するモニター
を搭載したフィニッシャー（上）と転圧管理シ
ステム搭載のタイヤローラー（下）

TSから覗く施工現場

監理技術者を務める野垣内氏

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
約
４
万
５

６
０
０
平
方
㍍
（
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
約
１
万
３
０
０
０
㌧
）、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
約
１
万
３
６

０
０
平
方
㍍
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

約
６
８
０
０
立
方
㍍
）
を
施
工

す
る
も
の
。

　

こ
の
現
場
で
用
い
ら
れ
て
い

る
情
報
化
施
工
は
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ャ
シ
ス
テ
ム
Ａ
Ｆ
Ｎ
ａ
ｖ　

Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
、
Ｔ
Ｓ
・
Ｒ
Ｔ
Ｋ
―

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
転
圧
管
理
シ

ス
テ
ム
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
舗
装
工
。

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ャ
ー
で
は
、
測
定
さ
れ
た
位

置
情
報
に
基
づ
き
、
現
在
の
位

置
を
モ
ニ
タ
ー
に
表
示
。
ま
た

横
断
勾
配
な
ど
も
示
さ
れ
、
そ

の
位
置
で
の
設
計
高
に
沿
っ
た

正
確
な
施
工
を
実
現
す
る
。

　

タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
ー
の
転
圧
管

理
シ
ス
テ
ム
は
、
転
圧
し
た
回

数
を
１
回
目
は
水
色
、
７
回
目

は
赤
色
な
ど
と
色
分
け
し
て
搭

載
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
表
示
す
る
こ
と
で
、

現
在
の
状
況
を
視
覚
で
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
作
業
は
、
こ
れ

ま
で
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
経
験

や
技
術
に
頼
る
部
分
が
大
き

か
っ
た
が
、
情
報
化
施
工
に
よ

り
熟
練
度
に
左
右
さ
れ
ず
に
品

質
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、

生
産
性
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
。
情
報
化
施
工
の
基
礎
と
な

る
入
力
デ
ー
タ
の
正
確
性
、

デ
ー
タ
作
成
な
ど
の
面
で
時
間

を
要
す
る
部
分
も
あ
る
が
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

　

加
え
て
今
後
、
さ
ら
な
る
技

術
者
不
足
が
見
込
ま
れ
る
中
、

情
報
化
施
工
は
少
人
数
で
の
作

業
も
可
能
に
す
る
。
例
え
ば
砕

石
路
盤
を
敷
き
な
ら
す
作
業
の

場
合
、
こ
れ
ま
で
は
グ
レ
ー

ダ
ー
が
通
過
後
丁
張
り
に
水
糸

を
張
る
人
、
高
さ
を
計
測
す
る

人
の
最
低
３
人
の
人
員
が
必
要

だ
っ
た
が
、
Ｔ
Ｓ
グ
レ
ー
ダ
ー

だ
と
位
置
情
報
に
よ
り
１
人
で

の
検
測
作
業
が
可
能
と
な
る
。

　　

重
機
周
辺
の
作
業
員
が
少
な

く
な
る
こ
と
は
、
接
触
災
害
の

危
険
性
の
低
下
に
も
つ
な
が

る
。
現
場
で
は
タ
イ
ヤ
ロ
ー

ラ
ー
に
ユ
ナ
イ
ト
の
安
全
装
置

と
な
る
自
働
停
止
装
置
を
搭

載
。
作
業
員
と
重
機
の
距
離
が

４
㍍
に
な
る
と
ブ
ザ
ー
が
鳴

り
、
３
㍍
に
な
る
と
自
動
で
停

止
す
る
も
の
で
、
さ
ら
な
る
安

全
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
こ
の
よ
う
な
情
報
化

施
工
で
は
、
初
期
投
資
が
か
か

る
た
め
、
あ
る
程
度
の
大
規
模

工
事
で
な
い
と
導
入
は
難
し
い

面
も
あ
る
。

　

３
月
末
時
点
で
の
進
捗
率
は

約
30
㌫
。
他
の
工
事
と
の
兼
ね

合
い
も
あ
り
実
施
可
能
な
箇
所

か
ら
舗
装
工
事
を
進
め
て
い

る
。
久
慈
Ｉ
Ｃ
南
側
の
久
慈
長

内
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の
舗
装

工
事
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、

久
慈
市
中
心
部
で
の
工
事
に

移
っ
て
い
く
予
定
だ
。

　

大
林
道
路
の
野
垣
内
毅
監
理

技
術
者
は
「
今
後
、
さ
ら
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
と
共
存
し
て
い
く
方
向
に

な
っ
て
い
く
と
思
う
。
日
々
、

勉
強
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
デ
ジ
タ
ル
で
は
気
付
き

に
く
い
部
分
も
あ
る
た
め
、
そ

れ
ら
の
技
術
を
伝
承
し
て
い
き

た
い
」
と
情
報
化
施
工
に
つ
い

て
語
っ
た
。
ま
た
、
復
興
事
業

に
関
わ
る
こ
と
に
も
触
れ
「
復

興
道
路
が
つ
な
が
る
と
交
通
が

格
段
に
よ
く
な
る
。
工
事
を
通

じ
て
復
興
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
で

よ
り
正
確
な
施
工
が
可
能
に

人
が
近
づ
く
と
ブ
ザ
ー
が
な
る

ロ
ー
ラ
ー
で
接
触
災
害
を
防
止

　

秋
田
県
北
部
の
北
秋
田
市
に

本
社
を
構
え
る
秋
田
土
建
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
舗
装
が
導
入
さ
れ
た
２

０
１
７
年
度
を
皮
切
り
に
国
交

省
２
件
、
秋
田
県
３
件
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
舗
装
工
を
カ
ナ
モ
ト
の
３
Ｄ

マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
グ
レ
ー

ダ
ー
で
施
工
し
て
い
る
。

　

19
年
度
と
20
年
度
に
は
、
県

道
大
館
能
代
空
港
西
線
「
鷹
巣

西
道
路
」
蟹
沢
Ｉ
Ｃ
の
舗
装
を

行
う「
Ｈ
Ｆ
27
―
70
地
方
道
路

改
築
補
助
工
事
」「
Ｈ
Ｆ
27
―
Ｋ

３
同
工
事
」
の
路
盤
工
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
舗
装
を
実
施
。
同
社
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
舗
装
工
で
最
大
面
積
の
「
Ｈ

Ｆ
27
―
70
」で
は
、路
盤
１
万
６

０
９
０
平
方
㍍
に
つ
い
て
、通
常

18
日
か
か
る
施
工
日
数
を
９
日

で
仕
上
げ
、
路
盤
の
全
工
程
で

は
計
22
日
、
60
㌫
程
度
の
工
程

を
短
縮
し
て
い
る
。
作
業
員
の

人
数
も
、通
常
は
グ
レ
ー
ダ
ー
と

ロ
ー
ラ
ー
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
４
人

に
加
え
、施
工
状
況
を
検
測
す
る

作
業
員
３
～
４
人
の
計
８
人
程

度
が
必
要
な
と
こ
ろ
、検
測
作
業

員
が
不
要
な
こ
と
か
ら
４
人
×

９
日
間
の
36
人
で
施
工
。
通
常

施
工
に
比
べ
76
㌫
削
減
で
き
た
。

　

「
丁
張
り
と
検
測
が
不
要
で

別
の
仕
事
に
回
せ
る
し
、
巻
き

込
ま
れ
事
故
な
ど
の
リ
ス
ク
が

な
い
の
は
安
全
面
で
も
大
き

い
」
と
秋
田
土
建
土
木
部
の
小

林
勇
輝
さ
ん
は
語
る
。
グ
レ
ー

ダ
ー
の
作
業
回
数
は
１
～
２
回

で
済
む
の
で
施
工
も
通
常
に
比

べ
早
い
。
さ
ら
に
「
品
質
が
全

然
違
う
」
と
も
。
出
来
形
精
度

の
向
上
は
一
目
瞭
然
で
、
管
理

な
り
、「
一
度
施
工
の
予
定
を

立
て
る
と
変
更
で
き
な
い
」
と

小
林
さ
ん
。通
常
の
レ
ン
タ
ル
・

リ
ー
ス
で
は
扱
っ
て
い
な
い
た

め
、
機
器
の
故
障
が
現
場
の
遅

れ
に
直
結
す
る
こ
と
や
、
単
価

が
高
い
点
も
課
題
だ
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
小

玉
部
長
は
、「
熟
練
工
が
育
た
な

く
な
る
か
も
」と
一
抹
の
不
安
も
。

「
普
通
の
グ
レ
ー
ダ
ー
に
乗
れ
な

い
人
が
出
て
き
て
も
、
小
さ
い

現
場
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
は
コ
ス

ト
高
で
導
入
で
き
な
い
。
機
械
に

任
せ
る
部
分
が
増
え
る
こ
と
で
、

土
木
技
術
者
と
し
て
本
来
あ
る

べ
き
姿
が
失
わ
れ
る
の
は
心
配

だ
」。
一
方
で
、「
従
来
の
や
り

方
を
知
る
者
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
良

さ
は
よ
く
分
か
る
」
と
も
。
望
ま

し
い
技
術
者
の
将
来
像
を
描
く

国
の
か
じ
取
り
に
期
待
し
た
い
。

舗
装
工
に
高
い
導
入
効
果 

1.6
万
㎡
を
４
人
×
９
日
で
施
工
し
高
精
度

ら
さ
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
」。

小
玉
部
長
は
「
面
積
が
小
さ
い

と
段
取
り
負
け
す
る
。
導
入
効

果
が
あ
る
の
は
３
０
０
０
平
方

㍍
く
ら
い
か
ら
で
、
面
積
が
大

き
い
ほ
ど
効
果
的
だ
」と
話
す
。

　

秋
田
土
建
を
支
え
る
の
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
を
レ
ン
タ
ル
す
る

カ
ナ
モ
ト
の
働
き
だ
。「
舗
装

系
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
で
は
自
動
追

尾
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

使
っ
て
ミ
リ
単
位
の
精
度
が
求

め
ら
れ
る
の
で
、
チ
ル
ト
セ
ン

サ
ー
や
油
圧
バ
ル
ブ
の
キ
ャ
リ

ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
厳
密
に
合
わ

せ
、
現
場
納
入
の
際
の
精
度
確

認
も
徹
底
し
て
い
る
」
と
、
カ

ナ
モ
ト
特
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
部
の
畠
山
甲
建
設
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
課
課
長
代
理
。
建
機
の
寸
法

計
測
か
ら
事
前
の
施
工
精
度
確

認
も
含
め
、
測
量
機
を
使
っ
て

１
日
が
か
り
で
作
業
し
万
全
の

状
態
で
送
り
出
し
て
い
る
。

　

一
方
、
土
工
に
比
べ
舗
装
は

工
事
件
数
が
少
な
い
た
め
、「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
土
工
の
建
機
は
増
え
た
が

グ
レ
ー
ダ
ー
の
台
数
は
少
な

い
」と
畠
山
課
長
代
理
は
語
る
。

繁
忙
期
は
各
社
の
取
り
合
い
に

点
数
す
べ
て
が
規
格
値

の
±
50
㌫
以
内
に
収

ま
っ
て
お
り
、
平
均
値

で
１
・
５
㍉
㍍
だ
。
秋

田
土
建
の
小
玉
土
木
部

長
は
「
グ
レ
ー
ダ
ー
は

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
熟
練

度
に
よ
っ
て
精
度
や
作

業
速
度
が
大
き
く
違
う

た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入

効
果
が
高
い
。
信
頼
し

て
任
せ
ら
れ
る
キ
ャ
リ
ア
は
20

年
く
ら
い
だ
が
、
今
回
の
２
件
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
は

３
～
４
年
」
と
の
こ
と
。

　

精
度
は
導
入
当
初
に
比
べ
上

が
っ
て
い
る
。「
従
来
工
法
で

は
、
作
業
員
が
丁
張
り
を
見
て

高
さ
の
過
不
足
を
あ
る
程
度
判

断
で
き
、
精
度
の
助
け
に
な
っ

て
い
る
。
丁
張
り
が
な
い
Ｉ
Ｃ

Ｔ
舗
装
で
も
、
徐
々
に
感
覚
が

身
に
付
い
て
き
た
よ
う
だ
」
と

小
林
さ
ん
。
施
工
性
も
向
上
。

当
初
の
工
事
で
は
ダ
ン
プ
10
台

程
度
で
路
盤
材
を
供
給
し
て
い

た
が
、「
Ｈ
Ｆ
27
―
70
」
で
は

１
万
６
０
９
０
平
方
㍍
の
路
盤

に
対
し
最
大
28
台
を
稼
働
。
カ

ナ
モ
ト
も
驚
く
台
数
だ
っ
た

が
、「
施
工
に
慣
れ
て
く
る
と
15

台
く
ら
い
だ
と
現
場
が
待
つ
状

態
に
な
る
の
で
、
ダ
ン
プ
を
切

熟
練
工
が
育
た
な
い
不
安
も

求
め
ら
れ
る
国
の
か
じ
取
り

４
年
未
満
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も

キ
ャ
リ
ア
20
年
以
上
の
施
工
精
度

秋
田
県

岩
手
県

 【発注者】秋田県

 【施工地】秋田県北秋田市坊沢地内

 【工事規模】（舗装に関する部分）…▼HF27－70　L＝740ｍ、

  下層路盤（ICT）A＝1万0,800㎡、上層路盤（ICT）A＝5,290㎡ 

  上層路盤（再生瀝青安定処理）A＝6,430㎡、基層A＝5,620㎡、

  表層A＝4,390㎡　▼HF27－K3　L＝840ｍ、上層路盤（ICT）　

  A＝3,430㎡、上層路盤（再生瀝青安定処理）A＝3,550㎡、

  基層A＝7,140㎡、表層A＝5,620㎡、排水性舗装A＝1万3,360㎡

 【工期】▼HF27－70＝2019年８月30日～20年3月27日

	 ▼HF27－K3＝20年2月28日～11月20日

【現場代理人】小林　勇輝

【使用ICT技術】3Dマシンコントロールグレーダー

【ICTパートナー】カナモト

 【発注者】東北地方整備局

 【施工地】岩手県久慈市長内町第17地割～同市新井田第５地割

 【工事規模】アスファルト舗装工 Ａ＝45,600㎡、コンクリート

  舗装工 Ａ＝13,600㎡、排水構造物工 Ｎ＝１式、防護柵工 Ｎ＝

  １式、情報ボックス工 Ｎ＝１式、区画線工 Ｎ＝１式、道路付属

  物施設工 Ｎ＝１式

 【工期】2021年６月７日

 【監理技術者】野垣内　毅

 【使用ICT技術】３Ｄ―MC ＴＳグレーダー、Ｄ―ＭＣ ＴＳフィニッ

  シャー、GNSS転圧管理システム、地上型レーザースキャナー　

 【ＩＣＴパートナー】ユナイト

 工事概要 工事概要
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１１

モ
デ
ル
工
事
や
証
明
書
発
行
が
本
格
化

介
や
事
例
発
表
、
個
別
相
談

会
な
ど
の
建
設
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
総

合
相
談
会
の
ほ
か
、
ｉ
―
Ｃ

ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
）
セ
ミ

ナ
ー
や
、
試
乗
や
操
作
体
験

な
ど
を
実
践
し
な
が
ら
学
ぶ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
技
術
講
習
会
、

建
設
女
子
を
対
象
と
し
た
あ

お
も
り
建
設
女
子
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て

き
た
。
20
年
度
は
県
と
青
森

県
建
設
業
協
会
の
共
催
に
よ

る
建
設
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
講
習
会

を
開
催
。
活
用
で
き
る
人
材

の
育
成
に
努
め
る
こ
と
で
、

青
森
県
内
の
建
設
工
事
に
お

い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
や

普
及
の
一
層
の
促
進
へ
各
種

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
17
年
10
月
１
日

  

青
森
県
は
、
位
置
情
報
や
設
計

デ
ー
タ
を
搭
載
し
た
シ
ス
テ
ム
な
ど

で
測
量
や
重
機
操
作
の
作
業
を
簡
易

的
に
行
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
技
術
の
普
及

に
向
け
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
活
用
工
事

セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談
会
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

施
工
活
用
研
修
会
を
開
催
す
る
な
ど

啓
蒙
を
図
っ
て
い
る
。
県
内
建
設
企

業
等
の
技
術
職
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
公
共
工
事
の
品
質
向
上
と
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
が

狙
い
だ
。

　

県
土
整
備
部
で
は
、
２
０
１
６
年

度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
技
術
見
学
会
を

開
催
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
▽
国

道
２
７
９
号（
下
北
半
島
縦
貫
道
路
）

道
路
改
良
工
事
（
横
浜
町
）
▽
県
道

八
戸
野
辺
地
線
駒
沢
バ
イ
パ
ス
工
事

（
三
沢
市
）
▽
新
青
森
県
総
合
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
の
第
４
駐
車
場
建

設
（
青
森
市
）
▽
岩
木
川
柏
桑
野
木

田
千
年
地
区
河
道
掘
削
工
事
（
つ
が

る
市
）
▽
青
森
空
港
の
滑
走
路
切
削

と
舗
装
工
事
（
青
森
市
）
▽
八
戸
環

状
線
道
路
改
良（
八
戸
市
）
―
な
ど
、

県
内
各
地
の
現
場
で
実
施
。
多
く
の

企
業
や
団
体
、
学
生
な
ど
に
ト
ー
タ

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｓ
）
に
よ
る

出
来
形
管
理
を
は
じ
め
、
マ
シ
ン
ガ

イ
ダ
ン
ス
バ
ッ
ク
ホ
ウ
、Ｕ
Ａ
Ｖ（
ド

ロ
ー
ン
）
や
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
を

使
用
し
た
測
量
技
術
な
ど
、
代
表
的

な
技
術
を
紹
介
し
て
理
解
の
浸
透
を

図
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
見
学
会
の
ほ
か
、
技
術
紹

か
ら
土
木
工
事
施
工
管
理
基
準
お
よ

び
規
格
値
を
改
訂
し
、
新
た
に
「
３

次
元
デ
ー
タ
に
よ
る
出
来
形
管
理
」

の
項
目
を
追
加
し
た
ほ
か
、
18
年
10

月
１
日
以
降
適
用
の
土
工
と
舗
装
工

事
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
全
面
的
な

活
用
へ
の
必
要
事
項
を
定
め
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
工
事
実
施
要
領
の
策
定
。
19

年
４
月
１
日
以
降
適
用
の
３
次
元
点

群
測
量
業
務
と
土
工
の
３
次
元
設
計

業
務
に
つ
い
て
の
実
施
要
領
を
相
次

い
で
策
定
す
る
な
ど
、
実
際
の
発
注

業
務
や
工
事
に
つ
い
て
も
実
施
す
る

た
め
の
作
業
を
鋭
意
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
20
年
10
月
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
工
事
実
施
要
領
、
こ
と
し
１
月

に
は
２
月
１
日
以
降
適
用
の
発
注
者

指
定
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
モ
デ
ル
工
事

（
土
工
）
実
施
要
領
を
公
表
し
た
。

土
工
量
１
万
立
方
㍍
を
目
安
に
測
量

か
ら
デ
ー
タ
納
品
ま
で
の
五
つ
の
プ

ロ
セ
ス
が
実
施
可
能
な
案
件
を
指
定

し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
対
象
工
種

は
河
川
、
海
岸
、
砂
防
、
道
路
の
４

工
種
。
施
工
プ
ロ
セ
ス
は
①
３
次
元

起
工
測
量
②
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
作

成
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
に
よ
る
施
工

④
３
次
元
出
来
形
管
理
等
の
施
工
管

理
⑤
３
次
元
デ
ー
タ
の
納
品
―
５
項

目
で
、
全
て
を
実
施
し
た
場
合
は
、

成
績
評
定
点
の
「
創
意
工
夫
に
お
け

る
施
工
」の
項
目
で
加
点
す
る
ほ
か
、

実
績
証
明
書
も
発
行
す
る
な
ど
、
今

後
も
普
及
拡
大
に
努
め
て
い
く
方
針

だ
。

建
設
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
講
習
会
で
人
材
育
成
を
推
進

青森県

２
月
か
ら
４
工
種
で

モ
デ
ル
工
事
実
施

　

岩
手
県
は
、
県
土
整
備
部
の
所
管

工
事
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
を
試
行
し

て
い
る
。
19
年
ま
で
に
完
成
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
は
38
件
と
な
っ
て
い

る
。
20
年
度
も
10
件
程
度
が
完
成
す

る
予
定
だ
（
表
参
照
）。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
対
象
は
▽
土
木
＝
原

則
、
土
工
数
量
１
０
０
０
立
方
㍍
以

上
で
河
川
土
工
・
海
岸
土
工
・
砂
防

土
工
・
道
路
土
工
、
作
業
土
工
（
床

掘
）
の
工
種
を
含
む
全
て
の
発
注
工

事
▽
舗
装
工
＝
原
則
、
舗
装
面
積
３

０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
舗
装
工
、
付

帯
道
路
工
を
含
む
全
て
の
発
注
工

事
▽
河
川
浚
渫
工
＝
原
則
、
浚
渫

工
（
バ
ッ
ク
ホ
ウ
浚
渫
船
）
を
含
む

全
て
の
発
注
工
事
▽
地
盤
改
良
工
＝

原
則
、
安
定
処
理
工
（
バ
ッ
ク
ホ
ウ

混
合
）、
中
層
混
合
処
理
工
、
ス
ラ

リ
ー
撹
拌
工
を
含
む
全
て
の
発
注
工

事
▽
法
面
工
▽
付
帯
構
造
物
設
置
工

▽
舗
装
工
（
修
繕
工
）
＝
原
則
、
切

削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工
の
面
積
３
０
０

０
平
方
㍍
以
上
の
全
て
の
発
注
工
事

▽
浚
渫
工
（
港
湾
）
▽
基
礎
工
（
港

湾
）
▽
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
工
（
港
湾
）

―
と
し
、
現
場
条
件
な
ど
の
施
工
性

を
勘
案
し
発
注
者
が
選
定
。
３
次
元

起
工
測
量
や
、
３
次
元
設
計
デ
ー
タ

作
成
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
に
よ
る
施

工
な
ど
の
全
施
工
プ
ロ
セ
ス
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
適
用
し
、
実
施
し
た
場
合
に
は

工
事
成
績
評
定
の
総
意
工
夫
で
評
価

す
る
。

　

ま
た
県
で
は
、
受
発
注
者
双
方
の

業
務
効
率
化
を
目
的
に
、
県
土
整
備

部
が
所
管
す
る
工
事
（
災
害
復
旧
、

建
築
除
く
）
に
遠
隔
臨
場
を
試
行
す

る
。
４
月
１
日
以
降
に
公
告
に
付
す

工
事
に
適
用
す
る
と
し
て
い
る
が
、

施
工
中
の
工
事
で
あ
っ
て
も
受
注
者

か
ら
の
要
望
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は

協
議
の
上
、
適
用
可
能
と
な
る
。

　

遠
隔
臨
場
は
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
カ

メ
ラ
な
ど
に
よ
る
映
像
と
音
声
の
双

方
向
通
信
を
使
用
し
て
▽
段
階
確
認

▽
材
料
確
認
▽
立
会
―
を
行
う
も

の
。
発
注
者
指
定
型
は
費
用
の
全
額

を
技
術
管
理
費
に
積
上
げ
計
上
し
、

受
注
者
希
望
型
は
全
額
が
受
注
者
負

担
と
な
る
。

　

試
行
工
事
で
は
、
全
て
の
臨
場
を

遠
隔
臨
場
に
限
定
す
る
の
で
は
な

く
、
受
発
注
者
協
議
に
よ
り
、
臨
場

と
遠
隔
臨
場
を
状
況
に
応
じ
て
使
い

分
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
社
会
資
本
の
整
備
や
維
持

管
理
、
災
害
時
対
応
の
担
い
手
と
し

て
、
地
域
の
建
設
企
業
の
持
続
的
、

安
定
的
な
経
営
に
向
け
た
基
盤
強
化

の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
県
は

21
年
度
当
初
予
算
に
経
営
改
善
へ
の

支
援
や
、
若
者
、
女
性
が
働
き
や
す

い
環
境
整
備
な
ど
人
材
の
育
成
・
確

保
支
援
に
向
け
た
建
設
業
総
合
対
策

事
業
や
、
北
い
わ
て
地
域
の
建
設
企

業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
育
成
を
支
援
す
る
北
い

わ
て
建
設
技
術
向
上
促
進
事
業
を
盛

り
込
ん
だ
。

　

20
年
度
に
新
規
事
業
化
さ
れ
た
北

い
わ
て
建
設
技
術
向
上
促
進
事
業

は
、
19
～
28
年
度
を
計
画
期
間
と
す

る
い
わ
て
県
民
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
、
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
て

新
し
い
時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
11

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
の
一
つ
と
な

る「
北
い
わ
て
産
業
・
社
会
革
新
ゾ
ー

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。

　

北
い
わ
て
地
域
は
、
全
県
に
先
行

し
て
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
行
し

て
お
り
、
産
業
分
野
で
の
生
産
性
の

向
上
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
県
と

県
建
設
業
協
会
は
、
同
事
業
に
沿
っ

た
▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
実
地
研
修
▽
測
量

機
械
活
用
事
例
▽
ド
ロ
ー
ン
活
用
事

例
▽
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
可
能
性
▽
施
工
工
事

事
例
―
な
ど
の
セ
ミ
ナ
ー
を
20
年
度

で
開
催
す
る
な
ど
、
技
術
者
の
育
成

支
援
を
進
め
て
い
る
。

岩手県

19
年
ま
で
38
件
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
が
完
成

秋田振興建設らによる高校生向け見学会

　

秋
田
県
で
は
現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
工
事

を
実
施
し
た
受
注
者
に
対
し
、
総
合

評
価
落
札
方
式
と
工
事
成
績
評
定
点

に
加
点
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与

え
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
総
合
評
価

落
札
方
式
の
評
価
基
準
を
見
直
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
モ
デ
ル
工
事
の
実
績
に

新
た
に
加
点
を
開
始
し
た
。
19
年
７

月
以
降
公
告
の
工
事
か
ら
、
同
モ
デ

ル
工
事
の
ほ
か
完
全
週
休
２
日
制
モ

デ
ル
工
事
、
女
性
技
術
者
登
用
モ
デ

ル
工
事
を
完
成
さ
せ
た
受
注
者
に
実

施
証
明
書
を
発
行
し
て
お
り
、「
モ

デ
ル
工
事
へ
の
取
組
み
」
項
目
を
新

設
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
実
施
証
明

書
の
保
有
に
対
し
て
は
１
点
を
加
点

し
て
い
る
。

　

10
月
に
は
簡
易
型
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
モ

デ
ル
工
事
の
試
行
を
開
始
。
従
来
の

モ
デ
ル
工
事
で
は
①
３
次
元
起
工
測

量
②
３
次
元
設
計
デ
ー
タ
の
作
成
③

Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
に
よ
る
施
工
④
３

次
元
出
来
形
管
理
等
に
よ
る
施
工
管

理
⑤
３
次
元
デ
ー
タ
の
納
品
―
の
全

て
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
簡
易
型
は
①
３
次
元
起

工
測
量
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
械
に
よ
る

施
工
―
の
実
施
は
受
注
者
が
選
択
可

能
と
し
た
。対
象
工
種
は
土
工
の
み
。

　

従
来
の
モ
デ
ル
工
事
で
は
、
工
事

成
績
評
定
点
に
４
点
加
点
し
て
い
た

が
、
簡
易
型
で
は
２
点
を
加
点
。
た

だ
し
実
績
証
明
書
の
発
行
と
、
こ
れ

に
伴
う
総
合
評
価
で
の
加
点
は
な
い
。

　

ま
た
、
同
じ
く
10
月
か
ら
対
象
工

種
も
２
種
か
ら
７
種
に
拡
大
。
現
在

の
工
種
と
工
事
成
績
評
定
点
の
加
点

は
、
土
工
（
４
点
）、
舗
装
工
（
４
点
）、

河
川
浚
渫（
４
点
）、地
盤
改
良
工（
４

点
）、
法
面
工
（
２
点
）、
付
帯
構
造

物
設
置
工（
加
点
な
し
）、作
業
土
工
・

床
掘
（
加
点
な
し
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
７
月
か
ら
は
県
独
自

に
「
ｉ
―
Ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
推
進
モ
デ
ル
工
事
」
制
度
を
創

設
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
工
事
と
週
休
２
日
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
モ
デ
ル
工
事
の
全
て
を
行
う
工

事
で
、
20
年
度
は
北
秋
田
と
仙
北
で

各
１
件
実
施
し
た
。

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
モ
デ
ル
工
事
で
は
▽
現
場

の
受
注
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
な
ど
で
県
担
当

者
と
映
像
・
音
声
の
双
方
向
通
信
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
行
い
、
担
当
者
が

現
地
に
行
か
ず
に
段
階
確
認
や
材
料

確
認
、
立
会
な
ど
を
行
う
「
遠
隔
臨

場
」
を
２
回
以
上
実
施
▽
情
報
共
有

シ
ス
テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）
を
活
用
し
、

関
係
書
類
へ
の
押
印
を
ネ
ッ
ト
上
で

行
う
▽
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
月
１
回
以
上

行
う
―
と
し
た
も
の
で
、
県
担
当
者

は
「
十
分
実
用
に
耐
え
る
」
と
手
応

え
を
話
し
て
い
る
。

　

20
年
度
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
モ
デ
ル
工
事
の

実
施
件
数
（
21
年
２
月
末
ま
で
に
完

了
ま
た
は
施
工
中
の
も
の
、
公
告
中

の
も
の
）
は
28
件
で
、
土
工
が
25
件

（
舗
装
を
行
う
工
事
も
含
む
）、
舗
装

が
３
件
。
簡
易
型
は
０
件
。
地
域
別

に
見
る
と
鹿
角
１
件
、北
秋
田
７
件
、

山
本
３
件
、
秋
田
２
件
、
仙
北
９
件
、

平
鹿
６
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
で
は
、
災
害
復
旧
工
事
や
道
路

整
備
な
ど
の
大
規
模
工
事
が

今
後
減
少
す
る
中
、
簡
易
型

モ
デ
ル
工
事
の
実
施
件
数
拡

大
に
期
待
し
て
お
り
、「
初

め
か
ら
全
段
階
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

導
入
す
る
の
は
二
の
足
を
踏

む
業
者
も
い
る
の
で
、
簡
易

型
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、

３
次
元
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い

に
慣
れ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　

一
方
、
秋
田
県
建
設
業
協

会
や
会
員
企
業
な
ど
に
よ

り
、
子
ど
も
や
学
生
な
ど
を

対
象
と
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
見
学

会
が
各
地
域
で
活
発
に
行
わ

れ
て
お
り
、
担
い
手
確
保
の

観
点
か
ら
も
継
続
さ
れ
る
見

通
し
だ
。

秋田県

Ｉ
Ｃ
Ｔ
工
事
の
受
注
者
を

総
合
評
価
と
工
事
成
績
で
加
点

主な20年度完成予定工事

工 事 名 種別 施 工 者

1級河川松川筋川崎地区河川改修その3 土木 水清建設

1級河川人首川筋新田前地区ほか河道掘削 土木 EC南部コーポレーション

国道342号白崖地区道路改良（その4） 土木 舞石組

国道343号渋民地区舗装（その1） 舗装 小山組

国道343号渋民地区改良舗装 舗装 岩渕建設

第１８５６６号　　２０２１年（令和３年）３月３０日（火曜日）　　日刊（土曜、日曜、祝日休刊）  （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　　　　　（４）



１１

約50人が参加したＩＣＴ活用工事講習会

　

山
形
県
県
土
整
備
部
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
工
事
な
ど
の
要
領
を
改
定
・
新

規
制
定
し
、
２
０
２
０
年
10
月
か
ら

適
用
を
開
始
し
た
。
改
訂
内
容
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
普
及
推
進
の
た

め
「
舗
装
工
（
修
繕
工
）」
の
試
行

要
領
を
新
規
に
制
定
し
た
ほ
か
、
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
導
入
を
促
進
す
る
た

め
工
事
試
行
要
領
の
改
定
お
よ
び
業

務
試
行
要
領
を
新
規
に
ま
と
め
た
。

　

新
た
に
制
定
し
た
舗
装
工
（
修
繕

工
）
の
試
行
要
領
を
見
る
と
、
対
象

工
事
（
発
注
工
種
）
は
「
切
削
オ
ー

バ
ー
レ
イ
工
事
」
を
原
則
と
し
、
工

事
区
分
は
、
道
路
維
持
工
事
、
道
路

修
繕
工
事
、
橋
梁
保
全
工
事
の
三
つ

を
設
定
。
発
注
方
式
は
、
設
計
金
額

１
０
０
０
万
円
以
上
か
つ
切
削
オ
ー

バ
ー
レ
イ
工
の
面
積
２
０
０
０
平
方

㍍
以
上
と
す
る「
施
工
者
希
望
Ⅰ
型
」

と
、
同
じ
く
設
計
金
額
が
１
０
０
０

万
円
以
上
で
切
削
オ
ー
バ
ー
レ
イ
工

の
面
積
が
１
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の

「
施
工
者
希
望
Ⅱ
型
」
と
す
る
。

　

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
導
入
を
促
進
す

る
た
め
の
工
事
試
行
要
領
改
定
は
、

建
設
生
産
・
管
理
シ
ス
テ
ム
へ
の
導

入
に
お
け
る
施
工
プ
ロ
セ
ス
に
係
る

業
務
の
効
率
化
・
高
度
化
を
図
る
た

め
実
施
。
対
象
工
種
を
①
土
工
（
河

川
土
工
・
海
岸
土
工
・
砂
防
土
工
、

道
路
土
工
）
②
築
堤
・
護
岸
（
擁
壁

護
岸
工
等
）
③
樋
門
・
樋
管
（
樋
門
、

樋
管
本
体
工
等
）
④
砂
防
（
砂
防
堰

堤
等
）
⑤
橋
梁
（
下
部
工
、
鋼
上
部

工
、
Ｐ
Ｃ
上
部
工
等
）
⑥
ダ
ム
（
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
、フ
ィ
ル
ダ
ム
等
）

⑦
ト
ン
ネ
ル
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
―
の
七

つ
に
拡
大
。
さ
ら
に
、
発
注
形
式
は

施
工
者
希
望
Ⅱ
型
を
設
定
し
た
こ
と

に
加
え
、
契
約
後
協
議
に
よ
る
事
後

設
定
も
可
能
と
し
た
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
は
新
た

に
業
務
に
も
導
入
す
る
。
対
象
業
務

は
測
量
業
務
、
地
質
・
土
質
調
査
業

務
、
河
川
（
河
川
構
造
物
設
計
等
）、

砂
防
お
よ
び
地
す
べ
り
対
策
（
砂

防
構
造
物
設
計
、
地
す
べ
り
対
策
調

査
・
計
画
・
設
計
等
）、
ダ
ム
（
ダ

ム
地
質
調
査
、
ダ
ム
本
体
設
計
、
ダ

ム
付
帯
施
設
設
計
、
施
工
計
画
お
よ

び
施
工
設
備
等
）、
道
路
（
道
路
設

計
、
地
下
構
造
物
設
計
、
ト
ン
ネ
ル

設
計
、橋
梁
設
計
等
）。発
注
方
式
は
、

発
注
者
指
定
型
ま
た
は
受
注
者
希
望

型
の
い
ず
れ
か
を
適
用
。
発
注
者
指

定
型
に
お
け
る
業
務
費
の
積
算
方
法

は
、
指
名
（
選
定
）
し
た
会
社
か
ら

見
積
り
を
徴
収
し
積
算
す
る
も
の
と

し
、
実
施
項
目
に
変
更
な
ど
が
生
じ

た
場
合
に
は
設
計
変
更
の
対
象
と
す

る
。
受
注
者
希
望
型
に
お
け
る
業
務

費
の
積
算
方
法
に
つ
い
て
は
、
受
発

注
者
間
の
協
議
に
よ
り
見
積
り
を
徴

収
し
て
精
算
す
る
も
の
と
し
、
実
施

項
目
に
応
じ
て
設
計
変
更
の
対
象
と

す
る
。

　

県
発
注
の
こ
れ
ま
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
工

事
の
実
施
状
況
を
見
る
と
、
17
年
度

は
土
工
が
発
注
件
数
11
件
に
対
し
て

実
施
件
数
２
件
。
18
年
度
は
、
土
工

が
発
注
件
数
11
件
に
対
し
て
実
施
件

数
４
件
、
舗
装
工
は
発
注
件
数
１
件

に
対
し
て
実
施
件
数
ゼ
ロ
件
。
19
年

度
は
、
土
工
が
発
注
件
数
18
件
に
対

し
て
実
施
件
数
10
件
、
舗
装
工
は
発

注
件
数
３
件
に
対
し
て
実
施
件
数
ゼ

ロ
件
。
20
年
度
（
12
月
末
時
点
）
は
、

土
工
は
発
注
件
数
６
件
に
対
し
て
実

施
件
数
４
件
、
舗
装
工
は
発
注
件
数

２
件
に
対
し
て
ゼ
ロ
件
。

　

県
は
山
形
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

と
共
同
で
一
層
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
を
図

る
た
め
、
各
総
合
支
庁
単
位
で
発
注

者
向
け
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
現
場

見
学
会
や
講
習
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
21
年
度
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
新

た
な
取
り
組
み
や
新
制
度
の
導
入
予

定
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
と
し
て
い
る

も
の
の
、
県
で
は
引
き
続
き
研
修
会

な
ど
を
通
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の

普
及
に
努
め
て
い
く
構
え
だ
。

県
な
ど
が
主
催
し
た
説
明
会

　

福
島
県
は
、
２
０
１
７
年
度
に
土

木
部
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
導
入
を

開
始
し
て
以
降
、
こ
と
し
１
月
31
日

時
点
で
の
導
入
累
計
は
75
件
と
な
っ

た
。
こ
の
う
ち
、
20
年
度
契
約
分
の

工
事
で
は
24
件
（
土
工
23
件
、
舗
装

１
件
）が
導
入
済
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
土
木
部
は
さ
ら
な

る
活
用
拡
大
を
目
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

工
事
実
施
要
領
を
改
定
し
、
21
年
１

月
１
日
以
降
に
起
工
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
工
事
を
対
象
に「
発
注
者
指
定
型
」

と
「
プ
ロ
セ
ス
選
択
型
」
を
導
入
。

加
え
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
に
付
帯
構
造
物

設
置
工
と
法
面
工
（
吹
付
工
、
吹
付

法
枠
工
）
を
追
加
し
た
。

　

新
導
入
の
「
発
注
者
指
定
型
」
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
義
務
付
け
る
も
の

で
、
現
在
適
用
し
て
い
る
土
木
、
舗

装
、
浚
渫
工
（
港
湾
）
の
３
工
種
と

も
予
定
価
格
１
億
円
以
上
を
対
象
と

し
、
土
工
量
１
万
立
方
㍍
以
上
、
舗

装
面
積
５
０
０
０
平
方
㍍
以
上
、
浚

渫
工
（
現
場
条
件
に
応
じ
た
発
注
者

の
適
時
判
断
）を
発
注
基
準
と
し
た
。

　

な
お
、改
定
前
の
発
注
方
法
は「
受

注
者
希
望
型
」
の
み
で
、
対
象
を
一

般
土
木
工
事
が
土
工
量
１
０
０
０
立

方
㍍
、
舗
装
工
事
が
表
層
面
積
３
０

０
０
平
方
㍍
、
浚
渫
工
（
港
湾
）
は

ポ
ン
プ
浚
渫
な
ど
と
し
て
い
た
。

　

一
方
の
「
プ
ロ
セ
ス
選
択
型
」
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
を
構
成
す
る
３
Ｄ

起
工
測
量
、
３
Ｄ
デ
ー
タ
作
成
、
施

工
、
出
来
高
管
理
、
電
子
納
品
の
五

つ
の
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち
、
一
部
の
み

の
活
用
を
認
め
る
制
度
で
、
現
場
条

件
や
施
工
者
の
実
情
な
ど
に
合
わ
せ

る
こ
と
で
活
用
の
拡
大
を
図
る
こ
と

が
目
的
。
な
お
、
選
択
型
の

場
合
は
工
事
成
績
評
定
に
１

点
加
点
さ
れ
る
が
、
実
施
証

明
書
は
発
行
さ
れ
な
い
。

　

制
度
改
定
と
は
別
に
、
土

木
部
は
活
用
拡
大
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。
昨
年
10
月
か

ら
は
、
建
設
現
場
に
お
け
る

遠
隔
臨
場
の
試
行
を
開
始
。

こ
れ
は
、
受
発
注
者
が
ウ
ェ

ア
ラ
ブ
ル
カ
メ
ラ
な
ど
を
用

い
て
段
階
確
認
、材
料
確
認
、

立
会
を
行
う
も
の
で
、
業
務

の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

も
効
果
的
で
あ
る
。
現
在
は
出
先
の

８
建
設
事
務
所
が
そ
れ
ぞ
れ
数
件
を

試
行
中
で
、
21
年
度
か
ら
は
対
象
案

件
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
く
考
え
だ
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
の
未
経

験
企
業
を
対
象
と
し
た
支
援
制
度

で
、
施
工
技
術
総
合
研
究
所
（
静
岡

県
富
士
市
）
に
専
門
家
の
派
遣
を
依

頼
し
、
施
工
計
画
立
案
か
ら
施
工
計

画
書
作
成
、
工
事
の
技
術
的
助
言
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
こ
れ

ま
で
に
６
社
が
同
支
援
制
度
を
活
用

し
て
い
る
。

　

福
島
県
、
福
島
県
建
設
業
協
会
、

福
島
県
測
量
設
計
業
協
会
の
共
催
に

よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
工
事
講
習
会
も
継

続
的
に
開
催
し
て
い
る
。
本
年
度
は

11
月
に
主
要
地
方
道
い
わ
き
石
川
線

石
川
バ
イ
パ
ス
の
現
場
を
会
場
に
市

町
村
職
員
な
ど
約
50
人
が
参
加
。
同

現
場
は
、
施
工
延
長
８
５
８
・
５
㍍

の
道
路
改
良
で
、
施
工
者
の
福
産
建

設
は
１
７
０
・
８
㍍
区
間
に
お
け
る

路
体
盛
土
１
７
２
９
立
方
㍍
、
路
床

盛
土
２
８
４
８
立
方
㍍
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
範
囲
と
し
、
敷
均
し
、
巻
き
出
し

の
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ブ
ル
ド
ー

ザ
ー
な
ど
を
活
用
し
て
い
た
。

　

講
習
で
は
メ
ー
カ
ー
担
当
者
か
ら

「
Ｕ
Ａ
Ｖ
空
中
写
真
測
量
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
バ
ッ
ク
ホ
ウ

に
よ
る
法
面
整
形
お
よ
び
転
圧
管
理

シ
ス
テ
ム
」「
３
次
元
設
計
デ
ー
タ

整
合
性
お
よ
び
点
群
を
活
用
し
た
進

捗
管
理
」
な
ど
に
つ
い
て
、
実
演
を

交
え
た
説
明
を
受
け
情
報
共
有
を

図
っ
た
。

仙台市が開催した専門技術研修会

  

す
で
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
を
受
注
者
希

望
型
で
本
格
導
入
し
て
い
る
宮
城
県

で
は
、
２
０
１
９
年
度
に
発
注
し
た

対
象
工
事
２
６
１
件
の
う
ち
、
87
件

で
活
用
提
案
が
あ
っ
た
。
20
年
度
は

20
年
９
月
末
時
点
で
対
象
工
事
１
６

８
件
の
う
ち
40
件
で
活
用
提
案
が
あ

り
、
前
年
と
同
等
も
し
く
は
上
回
る

件
数
で
の
活
用
が
見
込
ま
れ
る
。
な

お
、
21
年
度
の
対
象
工
事
は
４
月
１

日
に
公
表
予
定
の
発
注
見
通
し
に
記

載
す
る
。

　

実
施
証
明
書
の
発
行
は
19
年
９
月

か
ら
開
始
し
て
い
る
。
20
年
10
月
１

日
以
降
の
入
札
公
告
か
ら
は
、
証
明

書
の
発
行
を
こ
れ
ま
で
の
総
合
評
価

落
札
方
式
で
の
対
象
工
事
に
限
定
し

て
い
た
も
の
を
、
全
て
の
工
事
に
拡

大
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
・
３
次
元
施
工
化

等
の
活
用
提
案
工
事
計
画
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
施
工
プ
ロ
セ
ス
の
う

ち
、
１
項
目
以
上
で
実
施
し
て
完
成

検
査
に
合
格
し
た
工
事
を
対
象
に
、

監
理
技
術
者
ま
た
は
主
任
技
術
者
に

対
し
発
行
す
る
と
し
た
ほ
か
、
こ
れ

ま
で
通
り
「
17
年
度
か
ら
18
年
度
に

実
施
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
モ
デ
ル
工
事

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
土
工
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
舗

装
工
を
全
面
活
用
し
、
完
成
時
に
合

格
し
た
工
事
」に
も
発
行
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
本
年
度
か
ら
は
総
合
評

価
落
札
方
式
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実

施
証
明
書
の
有
無
を
評
価
項
目
に
追

加
。
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る

場
合
は
１
点
を
加
点
す
る
と
し
た
。

　

建
設
関
連
業
務
で
は
19
年
度
に
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
モ
デ
ル
業
務
を

開
始
。
受
注
者
希
望
型
と
し
て
19
年

度
は
３
件
、
20
年
度
は
２
件
発
注
。

21
年
度
は
７
件
程
度
を
予
定
し
て
い

る
。 

  

ま
た
、
県
は
21
年
度
か
ら
24
年
度

ま
で
の
新
た
な
建
設
産
業
振
興
プ
ラ

ン
を
ま
と
め
て
お
り
、
こ
の
中
で
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
拡
大
に
向
け
て
新
技

術
講
習
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
と
し

た
ほ
か
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る

３
次
元
デ
ー
タ
の
活
用
も
推
進
。
施

工
だ
け
で
な
く
維
持
管
理
で
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
な
ど
、
受

発
注
者
間
双
方
の
業
務
の
効
率
化
・

高
度
化
を
推
進
し
て
い
く
方
針
だ
。

さ
ら
に
県
は
、
業
界
へ
の
普
及
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
土
木

分
野
に
お
け
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
と

３
次
元
施
工
を
テ
ー
マ
と
し
た
建
設

産
業
振
興
支
援
講
座
を
開
催
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
モ
デ
ル
工
事
を
試
行

し
て
い
る
仙
台
市
は
当
初
、
20
年
度

は
道
路
改
良
工
事
で
１
件
の
発
注
を

予
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影
響

を
受
け
見
送
り
。
21
年
度
は
１
件
の

発
注
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
仙
台
市
は
職
員
の
新
技

術
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
た
め

に
、
技
術
管
理
室
の
技
術
系
職
員
ら

を
対
象
と
し
た
専
門
技
術
研
修
会
を

昨
年
11
月
に
実
施
。
宮
城
県
測
量
設

計
業
協
会
仙
台
支
部
か
ら
講
師
を
迎

え
、
３
次
元
測
量
の
概
要
や
Ｕ
Ａ
Ｖ

の
使
用
方
法
、
計
測
結
果
の
利
活
用

法
な
ど
を
学
ん
だ
ほ
か
、
Ｕ
Ａ
Ｖ
の

操
作
体
験
も
行
っ
た
。
実
機
に
触
れ

る
研
修
は
市
に
と
っ
て
初
の
試
み

だ
っ
た
。

　

業
界
の
取
り
組
み
を
見
る

と
、
宮
城
県
建
設
業
会
が
昨

年
７
月
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
め

ぐ
る
国
や
自
治
体
の
動
向
を

学
ぶ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
研
修
会
を

開
催
。
10
月
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工

活
用
事
例
等
セ
ミ
ナ
ー
を
開

き
、
ド
ロ
ー
ン
や
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の

活
用
事
例
を
解
説
す
る
な

ど
、
会
員
企
業
へ
の
技
術
浸

透
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
宮
建
協
が
推
奨
し
て
い
る

Ａ
Ｓ
Ｐ
工
事
情
報
共
有
シ
ス

テ
ム
で
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
の

表
示
と
計
測
や
、
点
群
デ
ー

タ
の
閲
覧
な
ど
が
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
講
習
会
な
ど

で
活
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

宮城県

本
年
度
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

実
施
証
明
書
を
評
価

山形県

新
た
に
業
務
に
も

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
を
導
入

福島県

発
注
者
指
定
型
と

プ
ロ
セ
ス
選
択
型
を
導
入

活
用
実
績
に
よ
る
評
価
も
進
む
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